
JGAP / ASIAGAP認証

GAP認証とは

Good Agricultural Practiceの頭文字で、直訳すると「良い農業のやり方」「適正農業規範」や「農業生産工程管理

手法」などと訳されています。農産物生産の各段階で生産者が守るべき管理基準とその実践のことで、食の安全、

環境保全型農業、労働安全、農場管理、人権の尊重の視点から適切な農場管理のあり方についてまとめられたも

のです。

組織にとってのメリット

• 食の安全の確保

• 環境保全型農業の取り組み

JGAP/ASIAGAP
の運用
自己審査

申請書類
の提出

認証費用
の振込 実地審査 判定 認証

取得手順

JGAP（ジェイギャップ）
数あるGAPの中でも日本で最も普及しているGAPのひとつです。日本の法律や生

産環境、社会環境に合わせて基準が定められています。

ASIAGAP（アジアギャップ）
日本およびアジアの農場での適切な管理の実現のために構築された基準です。日

本の生産環境に加え、世界に通用する食品安全規格としてGFSIベンチマーク要求

事項を考慮して構築されています。

認証可能範囲
GAPおよびGAP運用農場で生産された農産物

これらを実践することができ、適切な農場管理が実現します。

また、第三者認証機関より審査・認証を受けることでバイヤーに信頼できる農場であることを客観的にアピールでき

ます。

• 一定の安全性が確保された農産物の調達が可能に。仕入先の評価・選別・管理に活用できる。

• 農産物の安全などに関する確認を独自に行う必要がなくなり、効率的な調達業務が実現できる。

• 品質基準（味や外観）、栽培基準は自由に設定可能で差別化された商品の調達と両立可能。

• 農業生産者の労働安全の確保

• 販売管理体制の実現

• 人権の尊重

農産物バイヤー・消費者にとって

生産者にとって
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